「地震及び火山噴火予知のための観測研究計画」実施計画
	課題番号：１４０６


（１）実施代表機関名：東京大学地震研究所
（２）研究課題名：地震発生予測のための地震活動評価手法の基盤構築
（３）最も関連の深い建議の項目：
1  地震・火山現象予測のための観測研究の推進

   (2) 地震・火山現象に関する予測システムの構築

     (2ー1)「地震発生予測システム」
        ウ. 地震活動評価に基づく地震発生予測

（４）その他関連する建議の項目：
1  地震・火山現象予測のための観測研究の推進

   (2) 地震・火山現象に関する予測システムの構築

     (2ー1)「地震発生予測システム」
        ア. 地殻活動シミュレーションとデータ同化

1  地震・火山現象予測のための観測研究の推進

   (2) 地震・火山現象に関する予測システムの構築

     (2ー1)「地震発生予測システム」
        イ．地殻活動予測シミュレーションの高度化
1  地震・火山現象予測のための観測研究の推進
（3）地震・火山現象に関するデータベースの構築 

ア．地震・火山現象の基礎データベース 

イ．地震・火山現象に関する情報の統合化
２　地震・火山現象解明のための観測研究の推進
  (3) 地震発生先行・破壊過程と火山噴火過程
  （３-１）地震発生先行過程

  ア．観測データによる先行現象の評価
（５）平成２０年度までの関連する研究成果の概要：

新規研究

（６）本課題の５ヶ年の到達目標：
地震発生に至る地殻の物理的素過程が明らかになったとしても，来るべき地震の時期，場所や大きさが決定論的に予測できるようになることは考えづらい．これは，地震を含む破壊現象には非線形的な要素が少なからず含まれていると考えられるからである．地震発生予測の進展のためには，統計モデルや物理モデルに基づく地震活動予測アルゴリズムを時空間的に高分解能かつ高精度化する必要がある．また，それらのアルゴリズムの妥当性を評価・検証する仕組みの構築も必然である．これらを効率的に実施していくためには，基盤構築が急務であり，そのための地震データの品質管理や地震活動予測アルゴリズムを備えたソフトウェアの有機的な結合を継続的に行っていく必要がある．本課題では上記を実現するため，地震活動予測に関するインフラ整備を実施するとともに，地震活動予測の実験を行って予測手法の妥当性を検証する． 
（７）本課題の５ヶ年計画の概要：
平成21年度は，先行して同種の研究が実施されているアメリカ・ヨーロッパ等のプロジェクトCSEP（Collaboratory for the Study of Earthquake Predictability）と国際連携を図り，CSEPと同様のソフトウェアをインストールし，日本の地震活動に適した地震活動予測モデルの募集や予測対象領域を決定し，地震活動予測モデルの検証を開始する．また，地震活動を正当かつ客観的に評価するために，気象庁一元化震源に対するコンプリートネスマグニチュードの時間変化を解析し地震活動の予測実験に活用する．
平成22年度は，地震活動予測モデルを広く募集し，テストクラス（１日，３ヶ月）に対するモデル比較を行う．
平成23年度は，テストクラス（１年）に対するモデル比較を行う．

平成24年度は，日本の地震活動に適した地震活動予測モデルの高精度化に取り組む．

平成25年度は，テストクラス（３年）に対するモデル比較を行うとともに，全体の成果を取りまとめる．
（８）実施機関の参加者氏名または機関名：

東京大学地震研究所
鶴岡弘・平田直・佐竹健治・楠城一嘉・石辺岳男

（９）公開時にホームページに掲載する問い合わせ先

　部署等名：東京大学地震研究所

　電話：03-5841-5691
　e-mail：tsuru@eri.u-tokyo.ac.jp
　URL：

（10）この研究課題（または観測項目）の連絡担当者
　　　氏名：鶴岡弘
　　　所属：東京大学地震研究所

　　　電話：03-5841-5691
　　　FAX ：03-3814-5507
e-mail：tsuru@eri.u-tokyo.ac.jp
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